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1 57 図 E.3 の 
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図 E.3－ポリマーがい管の曲げ試験手順 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 E.3－ポリマーがい管の曲げ試験手順 

 
Stage 1 ： 1.0×MML 

＜許容曲げ荷重＞ 

Stage 2 ： 1.5×MML 

1.5×MML 

Stage 3 ： 2.5×MML (SML) 

ガスリーク 

N（残留ひずみ率±5 %以下） 

Y（残留ひずみ率±5 %以下） 

ガスリーク 

N（残留ひずみ率±5 %以下） 

N（リークあり） 

a1×MML 

Y（リークなし） 

Y（残留ひずみ率±5 %以下） 

N（リークあり） 

ガスリーク 

Y（残留ひずみ率±5 %以下） 

N（残留ひずみ率±5 %以下） 

Stage 4 ： 破壊＞SML 

N（リークあり） 

a2×MML 

Y（リークなし） 

Stage 2.5 

ガスリーク 

Y（残留ひずみ率±5 %以下） 

Y（リークなし） 

Stage 3.5 

2.5×MML (SML) 

a1×MML 

a2×MML 

Y（リークなし） 
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Stage 3 ： 2.5×MML (SML) 
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N（残留ひずみ率±5 %超過） 

Y（残留ひずみ率±5 %以下） 

ガスリーク 

N（残留ひずみ率±5 %超過） 

N（リークあり） 

a1×MML 

Y（リークなし） 

Y（残留ひずみ率±5 %以下） 

N（リークあり） 

ガスリーク 

Y（残留ひずみ率±5 %以下） 

N（残留ひずみ率±5 %超過） 

Stage 4 ： 破壊＞SML 

N（リークあり） 

a2×MML 

Y（リークなし） 

Stage 2.5 

ガスリーク 

Y（残留ひずみ率±5 %以下） 

Y（リークなし） 

Stage 3.5 

2.5×MML (SML) 
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Y（リークなし） 
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2 71 表 E.10 の 
 

塩分付着密度：

0.03 mg/cm2 
定格電圧：550，1 
100kV 

及び 
塩分付着密度：

0.06 mg/cm2 
定格電圧：550，1 
100kV 

 
表 E.10－ポリマーがい管種類 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

塩分付着密度 
mg/cm2 

定格電圧 
kV 

3.45 ～ 287.5 550，1 100 
0.01 L（一般） L（一般） 
0.03 

M（軽・中汚損） 
M（軽・中汚損） 

0.06 H（重汚損） 
0.12 H（重汚損） － 

注記 （ ）内は対応する耐汚損特性を示す 

 
表 E.10－ポリマーがい管種類 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

塩分付着密度 
mg/cm2 

定格電圧 
kV 

3.45 ～ 287.5 550，1 100 
0.01 L（一般） L（一般） 
0.03 

M（軽・中汚損） 
M（軽汚損） 

0.06 H（中汚損） 
0.12 H（重汚損） － 

注記 （ ）内は対応する耐汚損特性を示す 

3 73 表 F.1 の注 c) 注 c) 塩分付着密度 0.06 mg/cm2以下。ただし，1 000 kV 及び 500 kV がい管につい

ては，軽汚損（塩分付着密度 0.03 mg/cm2以下）の耐汚損特性をもつがい管を

M，軽・中汚損（塩分付着密度 0.06 mg/cm2以下）の耐汚損特性をもつがい管

を H と呼称する。 

注 c) 塩分付着密度 0.06 mg/cm2以下。ただし，1 000 kV 及び 500 kV がい管につい

ては，軽汚損（塩分付着密度 0.03 mg/cm2以下）の耐汚損特性をもつがい管を

M，中汚損（塩分付着密度 0.06 mg/cm2以下）の耐汚損特性をもつがい管を H
と呼称する。 

 


